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どう愛わった？三ャンマ ー

どうやつで情報は 創刊1周年の今回はミャンジャポが歩んできた1年と、ミャンマ ーの1年を振
集めているの？ り返るダイジェスト版。変化していく街の魅力を、御世話になった方々のコメ

ミャンジャポは
どこで手に入る？

ントから探ってみたい。

創刊1周年を迎えて
心から感謝の気持ちを込めて。お陰様 で MYANMAR JAPON 

誌はこの6/20号で満I年を迎えることができました。お陰様と
は、普段見えていない陰の部分に助けられそして恩恵を受けてい
る、だからこそ様を付け丁寧にした感謝の言葉だそうです。

これからも決して騒ることがなく、そしてスタッフ ー丸となり
読者皆さまのお役に立つ誌面作りを心がけていきたいと思いま
す。今後ともご支援賜りますよう、よろしく お願い致します。

代表永杉豊

.- ---------------- ., 
配布割合・設置場所は

ビジネス出張者に「最適」、
駐在者に「快適」、
旅行者に「便利」を目指し 。
そのすべてを「MYANMAR JAPON」
に詰め込んだ。

What's MYANMAR JAPON ? 

まだまだ日本語の活字情報が少なかったミャ
ンマーで、初の月刊・日本語清報誌を2013
年6月に創刊。成長著しいミャンマ ー を訪
れる出張者に向けたビジネスコンテンツを中

心に、ヤンゴン在住の駐在員とその家族、さ
らには旅行者のニ ー ズにも応えた幅広い内容
を実現。足で稼いだ生の情報を重視した誌面
づくりで、読み捨てるのではなく、毎号が保
存版のフリ ーマガジンである。

お呪いのコメント、 頂戴しました！！

いつもの場所にミャンジャポ。ヤンゴン
在住日本人がよく利用する日本料理店や
ホテル、空港他、日本でも駐日ミャンマー

大使館やア セアンセンタ ー、商工会議所
で最新号をGETできる。毎月20日頃に
絶賛配布中！

大変有効に活用でき、ヤンゴン日本人学校の動きの掲載で、進
出企業の家族呼び寄せの情報にもなっています。開かれた学校へ
の一助として、保護者以外の方からも学校に対する理解が広まっ
ています。 ［日本人学校 置田和永校長］

創刊l周年、おめでとうございます。私がヤンゴンに関する情
報誌で、初めて手にしたのがミャンマ ー ジャポン9月号でした。
以来、大変お世話になっております。

[ANA ヤンゴン支店本宮軍人氏］

三ャンマ ー はこの1年、どう麦わったか 2013年春～2014年現在

激動の1年を乗り越えた企業や関係
者のコメントから、1年の変化を振
り返ってみたい。きっと何かしらの
気づきや、ビジネスのヒントが見つ
かるはず！？

この 1年で、世界でも類を見な
いほど対ミャンマ ー ODA（政府開発
援助）は量、分野ともに激増した。ミャ

ンマ ー 政府主導のもと、インフラや人
材育成等については今後順調に整備さ
れていくと思い、 」ICAも フルサポー

トする。
[JICA ミャンマー 事務所

田中雅彦所長］
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日本人会

1年の変化として、まずジャパンクラブの
場所がマリ ー ナレジデンス 1階からホテルカンゴ

ウ内に移転。さらに会貝が1 年で約2倍に増 加、760
名に達し(5月末時点） 事務局の受付にも大きな 加重負

担がか かってきている。
その他、 日本人会機関誌「パダウ」は月1回となり、発

行回数が減った。代わりに念願のホー ムページを立ち上げ、
より情報発信が拡大。加えて朗報は、 来緬される会員の年齢
屈が若くなり、‘‘ ヤングパワ ー ＂で活性化 されつつあること。

［ヤンゴン日本人会広報担当 匿田和永氏］
·�

1年前と比べ在籍数は約5割増し。」CCY
（ヤンゴン日本人商工会議所）の支援で校舎建設

の動きが加速し、来年3月の竣工が可能になってきた。
他には ス クー ルバスの維持管理が難しくなって民営化へ

移行する、など。
今年は 11 /2（日）に創立50周年記念行事を予定。日本

在住の卒業生や先輩が来緬する。国立劇場で本校のチルド
レンズフェスティバルを初開催。来年3/13の卒園式・卒
業式（予定）が新校舎で実施でき、1人も本校 からウェイ
ティングが出ないことを切に願う。

［ヤンゴン日本人学校 置田和永校長］



家電業界

家電 商品は2 極化が進行中。ヤンゴンやマ
ンダレ ーの大都市では、富裕層はさらに裕福に

なっている煩向を感じる。1つは美容商品の売上げが
大幅に増加。生活に少しずつではあるが余裕が出てきたと
同時にTVドラマなどの影響による女性の ‘‘ 美 ” に対する変
化があげられる。 「少しでもきれいになりたい」という女性
の思いは世界共通だ。

もう1 つはTV販売。主流は32インチ以下だったが、40 、
soインチクラスの大型化TVが価格下落と収入増により増加
傾向で、今後さらに加速されるとみている。ただし、地方都
市ではどの商品も低価格を好む傾向が強く、大都市と地方
都市を切り分けた商品投入 ・ 施策実施が必要と感じている。

[ Panasonicミャンマー支店 前田恒和氏］

·Pana 霧 onic

昨年比でJCCYの会員法人数
が約2 倍になったことに伴い、日
系企業を中心に複合機への問い合
わせ件数が倍以上に増えた。

[Fuji X eroxミャンマー支店
加藤英明氏］

ANAのヤンゴン線は当初、飛行機
B737で週3便運航だったが、昨年の9

月末からB767に大型化し毎日運航している。

レンタルオフィス

ヤンゴン にKDDIビジネスセンタ ー（レンタ
ルオフィス）を設立し約1年3カ月が経過。業種問

わず、さまざまな法人が入居している。
日系以外のレンタルオフィスも増える中、最終的に当社

を選択したのは ‘‘ ネット環境 ’'最優先の結果。障害が多いミャ
ンマーにおいて、日本と変わらないスピー ド感は貴重。別々の
キャリアで冗長化していること、停電の多いヤンゴンでビルと
は別のフロア専用のジェネレ ータを完備していること、の2点
が大きなポイント。

当初は会社設立目的の法人がほと
ん ど だったが、現在ではすでiオ一屍塁

フィスがあるにも関わらず、；ヵ門？てLnョ7日
ン ドオフィス利用の企業が増えつつある。まさに

‘‘時は金なり ’'で 「ビジネス効率化の大原則で
最終判断をした」と聞いた。

[KDDIミャンマー 増田正彦氏］

1年前と比べると、座席提供数は約12 倍強、
利用客の数は約13倍と、利用率も上昇する結果
になった。

[ANAヤンゴン支店 本宮重人氏］

大手よりベンチャ ーや日本以外の外資

昨年より日本人、欧米人の客数が増えた。 系企業の入居が増えた。一方、バガン（ホテ

この1年、特にヤンゴンではホテルの連設が進 ル経営）ではホテル建設ラッシュと欧米人観光

んでいる。増加する旅
客数に見合うホテルの部
屋数の確保ができれば、
ホテルや観光業界も利用
客にとってもうれしい。

当ホテルでは、多様な
ニ ー ズに応えるべく昨年
から今年にかけて施設を

旅行業界

この1年で旅行会社を通じた旅行者は増

客の激増。また、ミャンマー 人の人
手不足は深刻で、国民の格差が生ま
れている。

さらにク レジットATMの普及が
急速に進み、サクラタワ ーでも9月
10月から給与振込を導入できるこ

とに。ホテルなどクレジットカ ー ド取扱箇
所も1年間で急増した。

改装。日本料理屋 「琥珀」も今年6月6日に新装オー 傾向にある。大きな変化は2 つ。ホテルの
が増え、1年前の空室ゼロの状況はなくな

[EXE Corporation 寺田敏秀氏］

プン。5 つ星の国際高級ホテルとして毎年、世界
からVIPが訪れ、昨年 5月には日本 ・ 安倍 価格は落ち着き、特に3つ星

首相も宿泊した。

飲料業界

昨年9月と今年2月の日本展 示
会へ出展を機に、リピ ータ ーが着実に

増加。信頼できる現地代理店のおかげで、
日本料理店やス ー

パ ー に置いてもら
ぃ、一歩ずつ前進。

さらな る展開を
視野に年内の駐

在を目指す。
［伊藤園薬師神繁明氏］

まだミャンマーの市
場 は 少 な いが、 この1

年でアートギャラリーが
増え、今後の変化に期待
している。 1 

［画家 Myoe Thant Oung氏］

りやすくなった。
また、昨年秋から 「ヤンゴ ｀

～成田」 間 の 毎 日ANA直行
ができ、日本との往来は容易t
なった。と同時に今 までの

空会社も価格競争になって、
が出やすい状況へ。旅行

調整しやすくなった。
ヤンゴン支店

日本人のお客様の他にも、韓国人をは
じめ外国人がたくさん増えて驚いた。

［一番館 小丸かほり氏］

昨年2月から急に日本人出張
客様が増え、以降は多くの
を運んでくれるようになった
［ふるさと 恒吉ふぢこ氏］

2年前のヤンゴンの状況から
た。同じように和食のビジネ

いた店が、昨年から一気に
［約1年前にオー プ

日本料理店］

」apan Products Expo 
は ヤ ン ゴ ン と マ ン ダ

レ ーで年2回開催。日本
企業が増え、ミャンマ ー

の現地企業や消費者も多く
興味を示し、来場者は蒼実に増えている。

[Myanmar Professional Services (MPS) ネ土
ZawN i  Mg Mg氏］

.................................................. 

唖ふ apan Products Expo 2014 
2014年11月13日～16日(4 日

間 ・ ヤンゴンのタマド
ホールで）
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日本の中小をはじめ大手企業の進出ラッシュが続く中、次
の3つの業界が現在、多忙を極めている。
0ドライバー付きカ ー リー ス業 〇内装リフォ ーム業
0人材教育など進出後のサポー トに関わるサー ビス業
OA機器メ ーカ ーはこれからだが、今後もより日本的なき
め細かなサ ービスを提供できる企業は伸びしろがあるので
はないか。

これからも皆さんに「三ャンジャポがあってよかった！」と思ってもらえるよう、
私たち編集部 ー 同、精 一杯取り組んでいきます。
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